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「
社
会
参
加
」と
聞
く
と
、
多
く
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所（
以
下
、

介
護
事
業
所
）が「
私
た
ち
の
事
業
所
も
、

夏
祭
り
な
ど
を
通
じ
て
、
利
用
者
と
地

域
の
交
流
を
し
て
い
ま
す
」と
説
明
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
夏
祭

り
も
社
会
参
加
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か

し
一
方
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
日

常
を
見
て
い
く
と
、
利
用
者
は
、
施
設

内
で
ず
っ
と
時
間
を
過
ご
し
、
あ
ま
り

外
と
の
か
か
わ
り
も
な
い
ま
ま
１
日
が

終
わ
る
と
い
う
風
景
も
そ
う
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
始
め
る
こ
と
で
、
そ
の
人
が
も
と

も
と
持
っ
て
い
た
地
域
の
つ
な
が
り
や

友
人
知
人
の
つ
な
が
り
か
ら
切
り
離
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
の

も
事
実
で
す
。
年
に
数
回
の
イ
ベ
ン
ト

で
地
域
と
交
流
し
て
い
て
も
、
日
常
が

も
し
地
域
や
社
会
と
隔
絶
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
利

用
者
の
思
い
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
冊
子
は
、
厚
生
労
働
省
老
人
保

健
健
康
増
進
等
事
業「
介
護
サ
ー
ビ
ス
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事
業
に
お
け
る
社
会
参
加
活
動
の
適
切

な
実
施
と
効
果
測
定
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
」の
調
査
研
究
の
内
容
を
も
と

に
、
利
用
者
が
、
家
庭
や
事
業
所
、
そ

し
て
地
域
で
役
割
を
持
っ
て
参
加
、
は

た
ら
く
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
始
め
た
ら

よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要

な
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
だ

数
と
し
て
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
国
の
介
護
事
業
所
で
は
、
業

種
や
規
模
を
超
え
て
、
チ
ャ
ン
レ
ジ
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス

も
参
考
に
、
皆
さ
ん
の
事
業
所
で
も
、

新
た
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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なぜ社会参加なのか？

社会参加までの道のり 
必要な7つの力

事例（1） 株式会社 ユニティ（霧島市）

事例（2） 株式会社 創心會
　　　    （倉敷市・岡山市ほか）

事例（3） NPO法人 シニアライフ
　　　    セラピー研究所（藤沢市）

事例（4） 認定NPO法人 つどい
（長浜市）

事例（5） 株式会社 浪漫（姶良市） 
事例（6） 品川区立東五反田
　　　    地域密着型多機能ホーム

事例（7） 医療法人社団 
　　　    東北福祉会（仙台市）
事例（8） 株式会社 アール・ケア
　　　    （玉野市・岡山市ほか）

計画書への記載例 

自治体の声（岡山市）
まとめ

霧島市の通所介護事業所「リハケアガーデ
ンネクスト」では、利用者が、地域の小学
校を訪問し、清掃や登下校時のあいさつ
活動などを担っています。
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社
会
参
加
活
動
・
は
た
ら
く
に
は
、
一
体
ど

の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

活
動
を
は
じ
め
た
本
人
が
、
以
前
よ
り
ず
っ

と
元
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
聞
か
れ

ま
す
。
活
動
が
意
欲
や
心
身
機
能
の
維
持
・
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
本
人
の
変
化
を
通
じ
て
、
家
族
の
喜
び
や

介
護
負
担
感
の
軽
減
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
の

希
望
、
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
の
や
り
が
い
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

賃
金
労
働
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
限
ら

ず
、
誰
か
の
た
め
に
、
何
か
の
た
め
に
日
々
す

る
こ
と
を「
は
た
ら
く
」と
と
ら
え
る
と
、
地

域
の
中
に
は
多
く
の
仕
事
が
あ
り
、
で
き
る
こ

と
が
潜
在
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
介
護
事
業
所
内
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
１
コ
マ
と
い
う
意
味
合
い
を
超

え
、
地
域
社
会
全
体
に
様
々
な
波
及
効
果
が
あ

り
ま
す
。
利
用
者
が
、
そ
の
思
い
を
活
か
し
て

社
会
参
加
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
に

お
け
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
生
態
系
に
変
化

が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 な

ぜ
社
会
参
加
な
の
か
？ 

本人（利用者）の声

家族の声

　小学校ボランティアなどの社会参加活動を通して、
今は体がいうことを聞かないことも多いが、参加し
たいという気持ちを持つことが増えた。今後も体が
動くなら色々なことに参加したい。
 （80代男性・通所介護事業所）

「折り紙や塗り絵などしたくない、自分はまだまだいろ
んなことができる」という父の言葉を頼りにデイサービスな
どを探してきました。（他のメンバーと一緒にはたらく姿を
みて）あんな様子の父を久しぶりに見ました。本当に嬉し
かったです。

（デイサービスに通う）以前は、家で暗く塞ぎ込んでいましたが、
そこにいた人たちの明るさが伝染したのか、洗車という社会的
なつながりが良かったのか、以前の父の明るさを取り戻していっ
たようです。今も道に迷うことや、鬼の形相で怒ることもありま
すが、そんなことより友人ができたことが嬉しく思います。

　弁当の作業（弁当箱にスタンプを押す作業）を行う事で
愛着が出て、お店までお弁当を購入するために行った。
 （70代女性・通所介護事業所）
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事業所スタッフの声

地域の声

ご利用者と一緒に歩くことで、歩行状態、身体機能を評価す
る機会になった。「お金をもらったら、○○を買いたい」と笑顔
で答えられるご利用者と一緒に楽しみながら取り組めています。

ご利用者にとって社会参加がどの様な意味があり、どう展開していけばいいの
か考える様になりました。また、ご利用者の可能性を考える良い機会となってい
ます。家族の方へ報告することで、その人の暮らしを知ることができたり、また
家族にとっても新たな発見がある様で、日常の活動につながることもある様です。

地域活動に参加してみて、初めて高齢者、地域について
知らないこと、また理解していないことが多いと思いました。

両親を亡くして利用者様が自分の親の様に
感じ、楽しく会話などができてよかった思い
ます。

社会参加で子供達と嬉しそうに触れ合う姿を見るとお
誘いして良かったと思います。これからも他の方 と々一
緒に参加できるようにしていきたいと思います。

ご利用者様の目標や希望を聞き取るスキルが以前に比
べ向上した。ご利用者様の将来の目標の先に目を向け
られるようになった。ご利用者様と話したい、話すこと
が楽しいと思えるようになった。

通所介護のイメージが高齢者の預かりの場といったものではなく、利用
される方々が再度もしくは新たな生きがいや役割を見つけていく場所だと
いう認識に変化しました。
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「
や
り
た
い
」を
実
現
す
る
ま
で
の
道
の
り

介
護
事
業
所
の
中
に
は
、「
社
会
参
加
活
動
」と
言
わ
れ
て
も
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か   

イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
事
例
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
参
加
・
は
た
ら
く
の
実
現
・
継
続
に
は
、

ど
の
よ
う
な
道
の
り
が
あ
る
の
か
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そもそも、何をすればいいのか？
ひと口に社会参加といっても、本人の想いや希望、要介護度も異なり、有償ボ
ランティアから家庭内での役割や買い物等しごとのタイプも様々です。活動内
容ありきではなく、本人との話の中から、想いと「やりたい」を実現するための
活動を一緒に考えていきます。（P.09、P.16、P.17、P.18）

 

1

地域でしごとや役割を見つけるには？ 
利用者が得意なことやできることを起点に、地域の中でそれができる場所や仕
事を発注してくれるところを探します。一般企業や商店、自治会などに尋ねてみ
ることもできますし、関連法人などがあれば、そこで探すこともできます。最初
は無償でスタートし、信頼関係を築く中で、謝礼を支払う有償ボランティアに移
行するケースもあります。(P.07、P.13参照)

2

外に出て、人員は大丈夫？
従来の運営方法のまま、それに加えて、外に出る活動をすると介護スタッフが
足りなくなるという懸念もあります。しかし、実際に活動をしている事業所では、
室内も外でも、利用者にできることを積極的にしてもらうことで、こうした問題
は起こっていません。社会参加を進めていくには、「してあげる」型の運営体制か
ら脱却する必要があります。(P.07、P.11参照)

3

謝礼が発生しても大丈夫？
介護保険サービスの利用者が、社会参加活動を通じて、有償ボランティアとし
て謝礼をもらうことは認められています。ただ、現段階ではそれほど多く事例
がある訳ではないので、地域によっては前例がなく、消極的な解釈がなされる
場合もあります。金銭などを発生させず、地域通貨のようなポイント制にする
方法をとっているところもあります。(P.11、P.13参照)

4

家族・ケアマネ・保険者はどう思うだろうか？
社会参加活動は、自立支援という介護保険の本来の目的に沿ったもので、自治
体の中には、積極的に推進しようというところもあります。ただ、活動内容によっ
ては慎重な判断がなされる場合もあります。活動の目的や他の地域の事例など
も伝え、丁寧にコミュニケーションをとることが大切になります。(P.19、P.21参照)

5

継続発展させていくには？
社会参加活動は、利用者の意欲や活動性が増すきっかけになります。介護サー
ビスの利用時以外の、社会活動や就労などにつながるケースもあります。活動
をより発展させていくために、就労継続支援との連携や、一般の企業活動の中
に位置付ける動きもあります。(P.09、P.13、P.15参照)

6
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社
会
参
加
活
動
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
調
査
で
は
、

こ
う
し
た
活
動
に
取
り
組
む
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
動
き
に
注
目
し
、
共
通
の
要
素

を
整
理
し
ま
し
た
。

図
の
よ
う
な
７
つ
の
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
全
て
を
一
人

で
担
う
の
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く

い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
チ
ー
ム

で
分
担
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

社
会
参
加
活
動
の
事
例
を
参
考
に
、

活
動
を
始
め
て
も
、
ど
う
も
う
ま
く
行

か
な
い
と
い
う
場
合
に
は
、
前
提
と
な

る
こ
う
し
た
要
素
が
不
足
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
は
、
い

ま
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
て
い

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
要
素
ご
と
に
検
討
し
て

み
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 活

動
が
う
ま
く
い
く
た
め
に
、

必
要
な
７
つ
の
力

特に個人と向き合う視点

④場を整える力

地域共生を含む広い視点 管理者・経営者の視点

■本人の想いや能力が発揮さ
れるように場を調整する力 
●柔軟な発想スキル（仲間づく
りの場、居場所としての場、
地域とのつながりの場へと
変換するスキル）、家族との
調整スキル

①本人の想いに
　共感する力

⑥地域での自立や参加につなげる力
　（仲間づくり・地域共生の視点）

⑤本人と
　場を
　繋げる力

①本人の想いに
　共感する力

②本人の状態を
　把握する力

⑦継続
　する力
※本人の活動の
　継続と事業所
　自体の継続

③場を開発／
　用意する力
④場を整える力

■本人の想いや価値観、関心領
域等に関するアセスメント力 
●傾聴と共感／情報収集の
スキル

②本人の状態を
　把握する力

■本人の日常や活動等の能力
に関するアセスメント力 
●認知機能、身体機能、ADL
等に関する知見と見極めの
スキル

③場を開拓/
　用意する力

■本人の望む活動の場や適し
た環境を事業所内外で開拓/
用意する力 
●地域資源に関する情報収集
と共通課題を抽出するスキル
(営業力)

■スタッフへの教育力 
●OJTのスキル

■ブランディング力 
●市/地域包括/CM
との調整スキル

⑤本人と場を
　つなげる力

■場での活動や役割を分解す
る力 
●作業分解スキル

■本人の想いや状態とマッチング
させる力、シミュレートする力 
●マッチングとシミュレーショ
ンのスキル

⑥地域での自立や
　参加につなげる力

■機能や役割の回復ととも
に、本人/家族/スタッフ/
地域の人とのコミュニケー
ションを促し、仲間づくりと
社会参加に位置づける力 
●地域共生の視点とファシリ
テーションのスキル

本人
に対して

場
や環境
に対して

7つの力
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鹿
児
島
県
霧
島
市
に
あ
る
通
所
介
護
事
業
所
リ
ハ
ケ

ア
ガ
ー
デ
ン
ネ
ク
ス
ト
で
は
、
利
用
者
の
社
会
参
加
に

力
を
い
れ
て
き
ま
し
た
。
代
表
の
濵
田
桂
太
朗
さ
ん
は
、

以
前
、
自
分
の
祖
父
が
通
っ
て
い
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、

夕
方
に
な
る
と
多
く
の
利
用
者
が
突
っ
伏
し
て
い
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
身
で
事
業
を
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
そ
の
人
が
本
来
で
き
る
こ
と
ま
で
し
て
し
ま
っ
て
、

何
か
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
や
身
体
機
能
も
落

ち
て
し
ま
い
、
介
護
が
よ
り
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
と

い
う
悪
循
環
を
断
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
」と
濵
田
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

利
用
者
が
役
割
を
持
っ
て
、
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
濵
田
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ

の
友
人
や
同
級
生
な
ど
の
つ
な
が
り
で
仕
事
を
で
き
る

先
を
開
拓
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
や
自
動

車
販
売
店
で
の
仕
事
や
、
弁
当
容
器
の
ス
タ
ン
プ
押
し
、

小
学
校
で
の
清
掃
や
あ
い
さ
つ
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
仕
事
を
始
め
た
こ
と
に
よ
る
効
果
は
大

き
く
、
要
介
護
２
だ
っ
た
人
が
、
要
介
護
状
態
か
ら
卒

業
し
た
人
も
い
ま
す
。
当
初
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
だ
っ
た
人
が
卒
業
し
、
今
度
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
た
ら
く
よ
う
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

「
役
割
や
仕
事
の
先
に
は
、
必
ず
地
域
や
企
業
、
子
供

た
ち
な
ど
の
人
が
い
る
の
で
、
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
や
っ
て
い
ま
す

教育委員会と話し合い、地元の小学校で、鉄棒のペンキ塗りのほか、
窓拭き、あいさつ活動などを担っています

鉄棒のペンキ塗り 株式会社 ユニティ
（鹿児島県霧島市）通所介護

まずは、身近なところから仕事を見つけていく
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が
、
有
償
の
も
の
も
開
拓
し
、
働
い
て
い
る
方
た
ち
の
張

り
合
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

「外にでて活動をすることに対し
て、当初、ケアマネさんから怪我を
したらどうするのかなど危惧する声
もありました。活動の内容をニュー
スレターにして届けたり、周囲の方
たちにも理解してもらうようにしてい
ます。事業所の外と内で別れると、
スタッフが不足するのではないかと
いう声もありましたが、事業所内に
残る利用者さんにも、自分でできる
ことは自分でやっていただいている
ので、人員不足を感じたことはあり
ません。」

●リハケアガーデンネクスト
　（通所介護）

●利用者数（１日平均）
　3時間コース：18名
　6時間コース：30名

●平均要介護度
　３時間コース　支援2～介護1
　６時間コース　介護1～介護2

知り合いだったコンビニエンスストアの人に、何かできることはな
いか聞いてみたところ、商品整理の仕事を任されました。

コンビニの商品整理の作業

事業所の中で空き時間を見つけてできる作業なので、多くの人が
参加できます。
中には作業がきっかけでこの弁当を買いに行く人も。

弁当箱にスタンプを押す作業

株式会社 ユニティ
代表取締役

濵田桂太朗さん

基本データ
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岡
山
県
各
地
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
運
営
す
る

創
心
會
で
は
、
２
０
１
０
年
頃
か
ら
、
利
用
者
の
社
会
参

加
や
就
労
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
リ
ハ
ビ
リ

を
通
じ
て
、
生
活
機
能
を
回
復
し
て
も
、
そ
の
先
に
行
く

場
が
な
く
、
機
能
が
再
び
低
下
し
て
し
ま
う
こ
と
に
危
機

感
を
持
ち
、
経
営
層
を
中
心
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
医
療
・
介
護
保
険
制
度
の
中
だ
け
で
考
え
る
の

で
は
な
く
、
よ
り
広
く
、
地
域
社
会
の
中
で
の
居
場
所
・

出
番
・
役
割
を
創
る
仕
組
み
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
、
関
連
法
人
を
立
ち
上
げ
な
が
ら
、
農
業
や

食
に
関
係
す
る
事
業
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
関
連

法
人
に
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
、Ｂ
型
を
運
営
す
る
株

式
会
社
に
加
え
、
農
地
所
有
適
格
法
人
が
あ
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
と
し
て
、
箱

の
組
み
立
て
、
パ
ン
づ
く
り
、
事
務
系
の
作
業
な
ど
様
々

な
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、

生
活
機
能
を
回
復
し
た
人
の
中
に
、
福
祉
就
労
や
一
般
就

労
に
つ
な
が
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
農
地
所
有

適
格
法
人
で
生
産
し
て
い
る
特
産
の
青
ネ
ギ
は
、
農
作
業

や
加
工
、
箱
の
組
み
立
て
な
ど
を
、
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
で
分
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

に
併
設
さ
れ
て
い
る
地
域
交
流
ス
ペ
ー
スChaya cafe

で
は
、
地
元
の
パ
ン
製
造
販
売
会
社
の
協
力
の
下
、
パ
ン

の
製
造
販
売
を
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
働
く
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
参
加
や
就
労
を
通
じ
て
、
関
係

社会参加の“入口”を意識したデイサービス
障害者就労や一般就労につなげることも

利用者の社会参加の入口として、利用者の目標
に合わせた就労訓練として実践している。

ビニール袋の結束作業 株式会社 創心會（倉敷市・岡山市ほか）
通所介護
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創心會施設のカフェで就労体験している介護保険サービス利用者
（写真中央）。

模擬就労スペースChaya-cafe

介護保険サービスを利用しながら関連法人が運営する就労継続支
援事業所（A型）で、社会参加をする様子。

青ネギの加工・出荷作業

者
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
ま
ず
、
利
用
者
の

自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
結
果
、
利
用

者
や
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
先
に
あ
る
目
標
・
次
の
入
口
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」（
創
心
會
執
行
役
員
・

河
﨑 

崇
史
さ
ん
）

一
方
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
生
活
機
能
を
回
復
し
、
就

労
意
欲
の
高
い
人
が
増
え
て
も
、
家
族
が「
今
更
そ
こ
ま

で
し
な
く
て
も
」と
反
対
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。更
に
、

障
害
者
・
高
齢
者
が
参
加
・
就
労
す
る
場
所
、
受
け
皿
を

増
や
す
な
ど
、
環
境
の
整
備
も
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

創
心
會
グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
作
業
療
法
士
の
二
神
雅
一

さ
ん
は
、「
単
に『
仕
事
』に
従
事
す
る
と
い
う
こ
と
に
意

識
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
働
く
こ
と
で
役
に
立
て
る
と

い
う
効
力
感
や
、
社
会
の
中
に
自
身
の
居
場
所
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
人
と
し
て
の
生
き
る
喜
び
が
得
ら
れ
る
と
い

う
普
遍
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
、
そ
の
啓
発

活
動
で
地
域
を
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
者
の
自
立
が
促
進
さ
れ
、
社
会
参
加
や
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
向
上
す
れ
ば
、
家
族
に
も
同
様
の
効
果（
参
加
促

進
・Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
）が
期
待
で
き
る
の
で
す
。」と
言
い
ま
す
。

当社は訪問看護リハビリ事業やデイ
サービス事業を中心に、自立支援介護
に力を入れ、活動・参加へのアプローチ
に積極的に取り組んできました。これら
は地域社会から寸断された環境では成
しえません。利用者が要介護状態になっ
たことで地域社会から切り離されること
を防ぐためには、利用者を通じて地域社
会にも働きかけていくことが重要です。
利用者と地域社会を結び、そこに居場
所・出番・役割を創っていくことが、自
立支援、活動・参加へのアプローチの
在り方だと思います。

●創心會デイサービス事業
　（通所介護）

●利用者数：2,105名

●平均介護度：2.10

（2019年2月末時）

※関連法人
　農地所有適格法人
　合同会社ど根性ファーム
　株式会社リンクスライブ
　（就労継続支援A型、B型）等

株式会社 創心會
代表取締役
二神雅一さん

基本データ
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高齢者がはたらく地域レストラン「かめキッチン」

神
奈
川
県
藤
沢
市
に
あ
る「
か
め
キ
ッ
チ
ン
」は
、
親

子
連
れ
や
地
域
の
人
で
に
ぎ
わ
う
地
元
で
も
人
気
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。
様
々
な
惣
菜
や
ご
は
ん
、
汁
物
、
無
添
加

の
パ
ン
な
ど
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
ラ
ン
チ
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
提
供
さ
れ
る
惣
菜
づ
く
り
で
活

躍
す
る
の
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
高
齢
者
で
す
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
機
能
訓
練
の
中
で
、
食
材
の

下
ご
し
ら
え
や
調
理
、
味
付
け
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
２
０
１

８
年
６
月
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
機
能
回
復
の
場
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
社
会
と
接
点
を
も
ち
、
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
場
に
な
れ
ば
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ラ

ピ
ー
研
究
所
は
、
介
護
保
険
事
業
だ
け
で
な
く
、
障
害

福
祉
事
業
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
な
ど
40
を
超
え

る
事
業
を
幅
広
く
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
た
ら
く
の
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
す

が
、
同
じ
厨
房
に
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
混
ざ
っ

て
調
理
を
し
て
い
ま
す
。
お
店
に
や
っ
て
く
る
の
は
、

福
祉
作
業
所
で
つ
く
っ
た
パ
ン
を
買
い
に
来
た
お
客
さ

ん
も
い
れ
ば
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
ヨ
ガ
を
や
っ
て
い
た

女
性
た
ち
、
小
さ
い
子
ど
も
と
一
緒
の
マ
マ
さ
ん
た
ち

な
ど
幅
広
い
地
域
の
人
た
ち
で
す
。

こ
こ
で
は
た
ら
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
謝
礼
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
８
年
現
在
、
時
給
に
換
算
す
る
と
、
２
０
０
円
か
ら

同じ建物内には、ヨガや子育て関係のイベント
なども開催されています。高齢者から子どもま
でがまざりあう拠点になっています。

親子連れでにぎわうレストラン

NPO法人 シニアライフセラピー研究所
（神奈川県藤沢市）　通所介護
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３
０
０
円
ほ
ど
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の

開
業
以
前
か
ら
調
理
を
通
じ
た
機
能
訓
練
な
ど
は
し
て
き

ま
し
た
が
、
謝
礼
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

利
用
者
の
張
り
合
い
も
増
し
た
と
言
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
う
中
で
、
自
分
の
役
割
を
見
出
し
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
一
緒
に
作
業
を
し
、
地
域
の
人

た
ち
が
食
事
を
食
べ
に
や
っ
て
く
る
、
こ
う
し
た
一
連
の

風
景
が
、
利
用
者
の
喜
び
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長
の
鈴
木
し
げ
さ
ん
は
、「
介
護
保
険
の
利
用
者

で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
障
害
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
や
り
た
い
こ
と
と
思
う
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
法
人
と
し

て
は
、
将
来
的
に
は
、
介
護
保
険
事
業
か
ら
の
〝
卒
業
〞

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。」

ここでの活動は、地元のボラン
ティアの方と介護サービスの利用者
の方たちが中心です。介護スタッフ
は、関わりを最小限にするよう努め
ています。介護スタッフが何でもや
ろうとすると、ボランティアさんが
活躍する領域がなくなってしまい、
楽しくボランティアができなくなって
しまいます。

●カルチャースクール亀吉
　（地域密着型通所介護）

●利用者数：6.5名（１日平均）

●平均介護度：1.5

●主な社会参加の活動
　かめキッチンで提供する
　惣菜の調理

NPO法人
シニアライフセラピー研究所

理事長
鈴木しげさん

地域のボランティアと介護サービスの利用者がまざり、分担しての調理。
調理するメンバー

会員制のボランティア団体（亀吉鵠楽舞）に入ると割引の特典もあります。
ビュッフェ形式のランチメニューは、種類も豊富

基本データ
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滋
賀
県
長
浜
市
の
西
黒
田
地
区
は
、
人
口
２
千
人
余

り
、
高
齢
化
率
32
％
の
地
域
で
す
。
こ
の
地
区
を
拠
点
に

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ど
い
は
、
通
所
介
護
事
業
の
ほ
か
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
引

き
こ
も
り
な
ど
の
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
若
者
の
支
援
な

ど
を
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
代
表
の
川
村
美
津
子
さ

ん
が
事
業
を
始
め
た
の
が
２
０
１
１
年
。
は
じ
め
か
ら
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
ら
、
こ
う
い
う
人
が
い
て
困
っ

て
い
る
、
こ
う
い
う
場
が
な
い
か
と
、
地
域
の
人
か
ら
困

り
ご
と
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
事
業

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
事
業
が
し
た
い
と
い
う
よ
り
も
、
こ
の
地

区
に
産
業
を
作
り
た
い
と
い
う
の
が
根
幹
に
あ
る
思
い
で

す
。
農
業
に
し
て
も
担
い
手
が
高
齢
化
し
て
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
も
障
害
者
も
含
め
て
、
い
ろ
ん

な
人
が
働
け
る
場
を
作
っ
た
り
、
仕
事
を
作
っ
て
い
き
た

い
ん
で
す
。」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
利
用
者
は
、
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る
の
が
基
本
。
食
事
の
支
度
や
清
掃
な
ど
の
一
部

も
利
用
者
が
や
る
ほ
か
、
喫
茶
の
給
仕
を
し
た
り
、
耕
作

放
棄
地
を
利
用
し
た
農
作
業
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
た
利
用
者
に
は
、

金
太
郎
マ
ネ
ー
と
い
う
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
、
事

業
所
で
買
い
物
に
行
っ
た
際
に
物
が
貰
え
る（
事
業
所
の

負
担
）よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
仕
事
を
通
じ
て
、
高
齢
者

いろんな人がまざり、仕事ができる
地域に産業を作っていきたい

長浜市は古くから観音信仰が盛んで、
ハスには縁が深い。

休耕田を利用したハスの栽培 認定NPO法人 つどい（滋賀県長浜市）
通所介護
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と
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
は
た

ら
く
若
者
が
交
流
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

２
０
１
５
年
か
ら
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
、
休
耕
の
棚
田
を
利
用

し
た
ハ
ス
の
栽
培
と
加
工
品
づ
く
り

で
す
。
長
浜
市
は
古
く
か
ら
観
音
信

仰
が
盛
ん
で
、
ハ
ス
は
縁
が
深
く
、

地
元
農
家
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地

域
振
興
の
起
爆
剤
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
積
極
的
な
地
域
振
興
を
し

て
い
く
た
め
に
、
２
０
１
８
年
に
は

合
同
会
社
を
設
立
。
放
棄
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、
シ

イ
タ
ケ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
介
護

保
険
事
業
と
は
関
係
な
く
、
地
域
の

高
齢
者
が
シ
イ
タ
ケ
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。

「
こ
う
し
た
事
業
を
通
じ
て
、
い
ろ

ん
な
人
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
て
、

役
割
や
し
ご
と
が
あ
る
地
域
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
」川
村
さ
ん
の
夢
の

地
域
を
形
に
す
る
作
業
は
続
き
ま

す
。

高齢化が進むこの地域をなんとか
したいというのが、原点の想いです。
そのためには、高齢者から子どもま
で、障害があってもなくても、みん
ながごちゃまぜになって、地域にし
ごとを作るしかないという思いで
やってきました。介護事業だからと
か、NPOだからとかではなく、や
りたいことを実現するためにどんな
法人、どんな仲間でやるかという発
想が必要ではないかと思います。

●デイサービスつどい
　（通所介護）

●利用者数：22名（1日平均）

●平均介護度：要介護１～２

※同じ法人で、
　就労継続支援B型事業所、
　放課後児童クラブなども運営

認定NPO法人つどい
理事長

川村美津子さん

基本データ

地元で栽培をしていた農家が高
齢となり、施設が利用されない
状態でした。

シイタケ栽培1

収穫作業2

香水3

染物4

1 2

3 4

ハスを使って作られた染物。

香水を製造する会社の協力で作
られたハスの花を使った香水。

地域に住む高齢者が栽培・収穫
の作業をして、道の駅などで販
売しています。
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共
生
ホ
ー
ム
よ
か
あ
ん
べ
で

は
、
他
の
介
護
事
業
所（
同
じ
地

域
に
あ
る
ユ
ニ
テ
ィ
Ｐ
07
参
照
）

と
一
緒
に
、
２
０
１
９
年
２
月
か

ら
ヤ
マ
ト
運
輸
と
の
協
働
を
始
め

ま
し
た
。

週
３
日
、
ヤ
マ
ト
運
輸
が
そ

の
地
域
に
届
け
る
Ｄ
Ｍ
便
を
ま

と
め
て
事
業
所
に
届
け
、
そ
の

後
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
利
用
者
が

ペ
ア
に
な
っ
て
、
事
業
所
を
中
心

に
１
キ
ロ
範
囲
の
家
に
配
っ
て
い

き
ま
す
。
契
約
関
係
と
し
て
は
、

介
護
事
業
所
が
ヤ
マ
ト
運
輸
と

業
務
委
託
の
契
約
を
結
び
、
ヤ

マ
ト
運
輸
か
ら
委
託
費
と
し
て
事

業
所
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
事
業
所

は
、
利
用
者
に
対
し
、
受
け
取
っ

た
委
託
費
の
全
額
を
謝
礼（
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
い
う
形
で
支

払
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

外
へ
出
る
機
会
を
増
や
し
、
介

護
保
険
か
ら
の
卒
業
を
目
指
す
と

い
う
人
も
い
ま
す
。
株
式
会
社
浪

漫
の
代
表
の
黒
岩
尚
文
さ
ん
は
、

「
こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
清
掃
活

動
を
し
た
り
、
自
治
会
と
一
緒
に

夏
祭
り
を
準
備
し
た
り
す
る
中
で

地
元
の
人
た
ち
と
の
関
係
づ
く
り

を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
要
介
護
度
が
重
い
方
が
中
心

で
し
た
が
、
新
し
く
利
用
さ
れ
る

軽
度
の
人
た
ち
の
中
に
は
就
労
意

欲
が
高
い
人
も
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
で
、
生
活
の
張
り
に
な
る

と
同
時
に
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と

言
い
ま
す
。

周辺に配布するDM便が、事業所にまとめて届き
ます。そのDM便を、利用者と介護スタッフがペ
アになって、徒歩で配って歩きます。

DM便の配達

宅配事業者と協働 地域との顔の見える関係づくりに

はたらく利用者には、有償ボランティアとして謝礼
が支払われます。謝礼を手にした男性は、自分で
稼いだお金で理髪店に行きたいと話していました。

謝礼の入った袋を見せる男性

●共生ホームよかあんべ
　（小規模多機能型居宅介護）
●利用者数：28名
●平均介護度：1.85

基本データ

株式会社 浪漫
（鹿児島県姶良市）
小規模多機能型居宅介護
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東
五
反
田
地
域
密
着
型
多
機
能
ホ
ー

ム
で
は
、
２
０
１
７
年
に
開
設
以
来
、

認
知
症
の
人
の
で
き
る
こ
と
や
、
働
き

た
い
と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
を
運
営

す
る
の
は
、
岡
山
県
に
拠
点
を
お
き
、

認
知
症
ケ
ア
で
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る

き
の
こ
グ
ル
ー
プ
の
社
会
福
祉
法
人
で

す
。
施
設
長
の
鈴
木
裕
太
さ
ん
は
、
16

年
前
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
就
職
し
、
都

内
の
施
設
で
働
い
て
き
ま
し
た
。「
重
度

の
認
知
症
の
人
や
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ（
認
知
症
に

伴
う
行
動
・
心
理
症
状
）が
あ
る
人
へ
の

ケ
ア
に
は
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
軽

度
の
人
を
中
心
に
、『
ま
だ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
』『
働
き
た
い
』『
自
分
で
使
え
る

お
金
を
持
ち
た
い
』と
い
っ
た
声
に
は
十

分
向
き
合
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
」と
鈴
木
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

連
携
し
て
い
る
長
野
県
の
福
祉
作
業
所

で
作
っ
て
い
る
玉
ね
ぎ
な
ど
を
仕
入
れ
、

施
設
内
の
屋
外
ス
ペ
ー
ス
で
販
売
を
し
た

り
、
施
設
１
階
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
駄

菓
子
屋
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
接
客
や

お
金
の
計
算
を
す
る
の
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
入
居
者
や
小
規
模
多
機
能
の
利

用
者
で
す
。
地
域
の
人
や
子
供
た
ち
が
集

ま
る
場
所
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
寝
て
い
る

こ
と
が
多
か
っ
た
人
が
、
そ
ろ
ば
ん
を
準

備
し
て
待
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

接客をするのは、小規模多機能やグループホームの利用者。
同じ町内の人々が足を止めていきます。

長野から届いた野菜を販売

「働きたい」の声に応えて、
子どもや地域の人が集まる場に  

地元の子どもたちが立ち寄る人気スポット。
親の世代も、この場所に気軽に立ち寄ってく
れるようになりました。

建物内にある駄菓子屋スペース

●品川区立東五反田地域密着型
　多機能ホーム
　（小規模多機能型居宅介護・
　 認知症対応型共同生活介護）
【小規模多機能】（2018年2月現在）
●登録者：25名
　通いの平均は10名程度
●平均介護度：2
【グループホーム】（2018年2月現在）
●登録者：18名
●平均介護度：2.4

基本データ

品川区立東五反田地域密着型多機能ホーム
小規模多機能型居宅介護／認知症グループホーム
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仙
台
市
に
あ
る
せ
ん
だ
ん
の
丘
は
、
在
宅

復
帰
率
が
８
割（
２
０
１
９
年
２
月
現
在
）の

超
強
化
型
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
す
。
同

法
人
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業（
以
下
、

総
合
事
業
）を
は
じ
め
と
す
る
居
宅
部
門
も

備
え
て
お
り
、
連
続
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

対
象
者
が
可
能
な
限
り
在
宅
生
活
を
継
続
で

き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

せ
ん
だ
ん
の
丘
の
支
援
相
談
員
の
三
浦
晃

さ
ん
は
、「
在
宅
生
活
の
維
持
ま
た
は
再
開
に

あ
た
り
、
そ
の
方
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
は
、
最
初
の
聴
き
取
り
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
常
会
話
の
よ
う
な

雰
囲
気
に
努
め
な
が
ら
、
そ
の
方
固
有
の
生

活
歴
や
価
値
観
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・

大
事
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
を
お
聞
き
し
、

固
有
性
の
あ
る
計
画
を
作
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
ま
す
。」と
言
い
ま
す
。

入
所
者
の
場
合
は
、
要
介
護
度
が
高
い
傾

向
に
あ
り
、
施
設
外
で
の
積
極
的
な
活
動
が

適
わ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
な
る
べ
く

ご
自
宅
や
ご
家
族
と
の
接
点
を
持
つ
よ
う
に

支
援
し
て
い
ま
す
。
外
出
・
外
泊
の
際
に
、

い
つ
も
の
席
で
お
茶
を
飲
む
、
い
つ
も
の
お

部
屋
で
寝
起
き
す
る
、
そ
ん
な
日
常
的
な
こ

と
が
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
場
面
だ
っ
た
り
し
ま
す
し
、
一
つ

の
社
会
参
加
の
形
と
捉
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
総

合
事
業
で
は
、「
自
分
で
食
材
を
選
ん
で
自
分

で
料
理
し
た
い
」「
バ
ス
に
乗
っ
て
デ
パ
ー
ト

に
行
き
た
い
」な
ど
、
地
域
で
の
活
動
を
支
援

す
る
例
も
多
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば「
野
球
観

戦
」が
目
標
で
あ
る
場
合
、
交
通
手
段
や
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
水
分
補
給
な
ど
の
リ
ス
ク

管
理
な
ど
を
、
ま
ず
は
ご
本
人
に
考
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
必
要
な
助
言
を
通
し
て

野
球
場
ま
で
の
移
動
方
法
を
整
理
し
、
現
地
集

合
を
設
定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
施
後
の

振
り
返
り
を
通
し
て
、
自
分
で
考
え
る
力
、
行

動
す
る
力
が
向
上
し
、
そ
の
後
の
行
動
範
囲
の

拡
大
に
つ
な
が
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

●介護老人保健施設
　せんだんの丘
●定員：100名
●平均要介護度：3.24
●平均稼働率：96.89%
●在宅復帰率：80%
（2019年2月末現在）
※同法人で、通所リハビリ
　テーション、介護予防・
　日常生活支援総合事業
　も運営  

基本データ

医療法人社団 東北福祉会
（宮城県仙台市）介護老人保健施設
通所リハビリテーション
介護予防・日常生活支援総合事業

アセスメントから始まる
それぞれの目標や役割

  

総合事業を利用する女性（右）の自宅での役割は、
娘夫婦の分も含めて夕食を作ること。

地域交流祭で玉こんにゃくを調理

通所リハを利用する方の調理の様子
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岡
山
県
南
部
で
10
事
業
所
を
展
開

す
る
ア
ー
ル
・
ケ
ア
は
、
機
能
訓
練

に
特
化
し
た
通
所
介
護
事
業
所
で

す
。
介
護
保
険
事
業
の
中
で
は
、
社

会
参
加
や
は
た
ら
く
と
い
っ
た
取
り

組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
、
筋
力
強

化
、
歩
行
訓
練
や
バ
ラ
ン
ス
訓
練
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
じ
て
、
以
前
の
生
活
の
リ
ズ

ム
や
習
慣
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
80
代
の
女
性
は
、
夫
が
亡

く
な
り
、
一
人
暮
ら
し
と
な
っ
て
か

ら
、
自
宅
内
で
の
転
倒
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
本

人
の
状
況
と
自
宅
内
の
環
境
を
評

価
し
た
上
で
、
機
能
訓
練
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
計
画
し
ま
し
た
。
ご
本
人
と

話
の
中
で
、
夫
の
納
骨
の
際
に
は
、

１
０
０
段
あ
る
階
段
が
登
れ
ず
、

お
寺
に
自
分
の
足
で
行
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
一
周
忌
ま
で

に
は
自
分
の
足
で
上
が
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
生
活
目
標
が
設

定
さ
れ
ま
し
た
。
５
ヶ
月
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
結
果
、
階
段
も
無
事
登
る
こ

と
が
で
き
、
自
宅
内
で
の
転
倒
も
防

ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

●デイサービスセンター アルフィック
　（通所介護）
●利用者数：40名（定員）
●平均要介護度：1.8（2014～2018年）

基本データ

リハビリテーションを通じて、
生活リズムや習慣を取り戻す   

株式会社 アール・ケア
（玉野市・岡山市ほか）
通所介護事業

自宅での転倒が続いていた
ため、自宅や周辺の環境の
チェックを経て機能訓練の
計画が立てられました

1周忌までに階段を自分の足で登
るという目標は無事達成。

お寺までの100段の階段

目標達成へ向けた女性の意欲は高く、５ヶ月後には転
倒が防げるようになってきました。

マシントレーニングの様子
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計
画
書
の
記
載
例

総合的な援助の方針
病気の進行により記憶力、判断力が低下されてきているために、日常生活に支障をきた
しています。ご本人様の生活リズムを維持していくことと同時に、介護者である妻の介
護にかかる負担を軽減していけるように、サポートしていきます。
社会参加、人と関わる楽しみ、食事等のサービスを目的としたデイサービスの利用。

長期目標
社会活動に継続して参加
できる。

サービス内容
・社会とのつながり
・地域での約割を果たす
・社会交流活動

短期目標
気の合う仲間と交流がで
きる。

介護サービスは計画に基づいて実施されますので、
居宅介護サービス計画書で、総合的な援助方針に「社
会参加」、長期目標のところには、「社会活動に継続
して参加」といったキーワードが記載されてる必要
があります。その上で、通所介護計画書には、「本人
の希望」で「社会参加」をすること、その具体的な内
容を記載します。 NPO法人つながりの開

DAYS BLG！代表
前田隆行さん

居住サービス計画書

本人及び家族の希望
・社会参加のできる居場所がほしい
・本人の社会参加と生きがいにつながる交流活動

午前の活動
ボランティア活動、HONDAの洗車（有
償）、ショッパーの配布（有償）、近隣の
草取り（有償）、庭木の剪定、BLG!（通所
介護サービスのある建物）の修繕、買い
物、その他の中から希望する活動を選択。

午後の活動
ボランティア活動、、ショッパーの配布（有
償）、近隣の草取り（有償）、庭木の剪定、
BLG！（通所介護サービスのある建物）
の修繕、買い物、その他の中から希望す
る活動を選択。

留意事項
なるべく本人の意思や希望を尊重し、社
会とのつながりを広げるために接点を増
やしていきます。特に、社会参加活動に
力点を置きます。

留意事項
「仲間」と共に有償、無償のボランティア
活動や野外活動を通じて、心身機能の維
持を図ります。

通所介護計画書
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「社会参加・はたらく」を進めていくには、ケアマネ
ジャーとのコミュニケーションが非常に大切になり
ます。目標に向けて、屋外活動などの必要性も記載
してもらう必要があります。こうした活動は必ずし
も一般的ではないので、ニュースレターを作成し配
布するなど、なるべく具体的な情報を届けるように
しています。株式会社ユニティ

代表取締役
濵田桂太朗さん

居住サービス計画書

ニュースレター（全体） ニュースレター（詳細）

短期目標（期間） サービス内容 サービス種別 サービス提供事業所 頻度 期間

自宅内の移動動作は手すりに掴

まり慎重に行う。H28/5/1～

H28/10/31

歩き方、移動動作が

安全に行え転ぶ心配

なく生活できる。

H28/
5/1～
H28/
10/31

H28/
5/1～
H28/
10/31

日常生活動作の維持、向上を目
的とした個別機能訓練を実施す
る。ほぐし、ストレッチ、物療、
歩行訓練、レッドコード、パワー
リハビリを実施する。移動動作
時の見守り、声かけを行う。気
分転換、リハビリの評価に屋外
活動を計画する。

インフォーマル

通所介護

毎日

2～3

回/週

本人様

リハケアガーデン 

ネクスト
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「
社
会
参
加・は
た
ら
く
」に
よ
り

生
き
が
い
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

Ｑ
１｠

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
社
会
参
加
・
は

た
ら
く
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
自
治
体
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
１｠
本
市
は
、
高
齢
者
の
方
が
長
く
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
し
、
従

来
か
ら
自
立
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
運
動
に
よ
る

身
体
状
態
の
改
善
だ
け
で
な
く
、「
社
会
参
加
・
は
た

ら
く
」に
よ
り
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
は
、

自
立
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
に
よ
り
、
増
大
す
る
社
会
保
障
費
の
抑
制
に
も
繋

が
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
２｠

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
謝
礼
が
発
生
す
る
場

合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
保
険
者
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
２｠

厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
が
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
謝
礼

を
受
け
取
る
こ
と
は
、
現
在
で
も
条
件
付
き
で
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
利
用
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
事
業
所
の
創
意
工
夫
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
よ

り
十
分
な
謝
礼
の
受
領
が
可
能
に
な
っ
て
い
く
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３｠

今
後
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
展
望
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
？

Ａ
３｠

こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
の
方
が
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
既
存
の
形
式
の
中
で
お
世
話

を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
人
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

ベ
ー
ス
に
、
地
域
や
社
会
と
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
、

生
き
生
き
と
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
４｠

全
国
の
社
会
参
加
・
は
た
ら
く
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
介
護
事
業
所
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
４
　「
社
会
参
加
・
は
た
ら
く
」を
進
め
ら
れ
て
い
る

事
業
所
の
方
は
、
利
用
者
と
向
き
合
い
、
そ
の
意
思
を

尊
重
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
も
ら
う
た
め
に
工
夫

し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
取
り
組
ま
れ
よ
う
と
す
る
方
は
、
本
誌
の
事
例

等
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
是
非
利
用
者
に

と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q&A
岡山市 保健福祉局 
保健福祉部 

医療政策推進課 課長
西 謙一さん
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今
回
の
調
査
を
す
る
中
で
、
あ
る
委
員

の
方
か
ら
、「
社
会
参
加
活
動
」と
い
う
言

葉
自
体
が
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
者
で
は
な

く
、若
い
人
で
あ
れ
ば
、人
と
交
流
し
た
り
、

仕
事
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ

社
会
参
加
活
動
な
ど
と
呼
ば
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
で
し
た
。
高
齢
で
あ

ろ
う
が
、
認
知
症
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
人

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
中
で
な
ん
か
ら
の
役
割
や
し
ご
と

（
有
償
無
償
を
問
わ
ず
）が
必
要
な
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
言
え
ば
、

既
存
の
制
度
に
あ
わ
せ
て
事
業
を
す
る

中
で
、
い
つ
の
間
に
か
、
そ
う
し
た
当
た

り
前
の
こ
と
が
実
現
し
に
く
い
状
況
が

生
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
実

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
事
例
を
通
じ
て
分
か
っ
て
き
た

こ
と
は
、
既
存
の
枠
組
み
の
中
で
、「
社

会
参
加
」を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か

と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、
民
間
ビ
ジ
ネ

ス
や
地
域
の
活
動
も
含
め
、
社
会
全
体
で
、

要
介
護
・
要
支
援
の
人
々
を
含
む
全
て
の

人
が
、
つ
な
が
り
、
役
割
を
持
ち
、
ハ
タ

ラ
ク（
誰
か
の
た
め
に
、
な
ん
ら
か
の
仕

事
を
す
る
）こ
と
が
で
き
る
社
会
を
ど
の

よ
う
に
作
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
大
き
な

視
点
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
社

会
参
加
」を
こ
と
さ
ら
強
調
し
な
く
て
も
、

要
介
護
・
要
支
援
の
人
々
が
社
会
に
参
加

で
き
る
状
態
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の

か
。
そ
の
た
め
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

も
含
め
た
仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
け
る
の
か
、
発
想
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
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